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仲
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。
而
し
て
其
最
初
の
企
圖
€
し
て
第

 

一
m

方
組
合

(
A
s
s
e
m
b
l
y

 

1
0 

艰|

切
の
職
業
の
人
々
の
加
入
を
許
容
し
、職
業

J1
の
事
件
に
容
嘴
せ
し
め
ざ
る
外
は
、被
服
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潇
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。
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求
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受
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猶
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又
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齟
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す
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を
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ぶ
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猶
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西
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。
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；
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。
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；

I

ダ
の
第
三
地
方
本
部
ど
が
自
己
の
勢
力
の
優
越
を
計
办
、同
時
に
そ
れ
ぞ
て 

全
8[
的
_

體
の
運

'動
を
起
丨
、爲
め

^

兩
者
の
間

k
漸
く
不
和
の
感
情
が
擔

M
す
る

^

至
つ
こ
。
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問
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。
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な
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反
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叨
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候
補
者
を
棍
名
し
セ
、其
勢
力
を
集
中
じ
た
が
、二；千
禀 

以
上
獲
得
ず
る

' 
こ

ビ

は

出

來

な

':か 

'つ
た
。

次
セ

で 

' ス
ブ
リ

ン

グ•ス
ィ

I

ル
ド
'の
農
民
大

#

 ̂

代
表
者
を
送
ぅ
て
農
民
團
體

「V
J

提

携

せ

ん

た

が

、職
業
的
政
治
家
の
爲
め
；

2

妨
げ
ら
れ

.：

p

 

遂

^

其

0

的
.を
達
す
る

.て
ビ
が
出
來
衣
か
つ
た

^

次
い
で
國
會
の

-選
擧
^
於
て
も
候
補
者
を 

擧
げ
て
爭
つ

.
た
ヵ
豫
想
の

-:
千
五
百
票

t

裏
切

{
、僅

K

七
百
八
十
五
學
を
得
た
る
^
過
ぎ
な 

か
つ
た
。
：：而
し

.て：以
上

'
の
如
さ
不
成
績

.の
爲
め

k
、加
入
者
は
漸
次
減
退
し
、八
個
の
支
部
^
相 

次
で
解
散
す
る
事

★
.

な
ク
た
。
尙

.ほ

此

：政
、*

の
；機
ヾ
關.新
聞

.ぼ
'協
.同
.組
.合

：蓮
：_

;:5
:

«
獎
し

'た
が
、
 

漸
次

ラ』

'
.ナ
ー
.ル
主
義
ょ
ぅ

；
.ィ

ン
タ
I

ナ
シ
ョ
ナ
そ
主
：義
に
：

.
移

，
ゲ

、
其

：
主
へ
筆
.

も
ノ
交
迭
し
、勞
働
組 

合
主

義
を
唱
ふ

る
K

至
A

0

行
部
數

も
急
激
に

敗

»■
し

た
.。

而
し
て
勞
働

黨
ど
ィ
ン
，タ
ー
ナ 

シ
ョ
ナ
，
の
殘
存
せ
る
ニ
支
部

S

が
合
同
す
る
計
畫
が
實
現
せ
ら
れ
、此
處

k

事
實
上
ィ
ン
タ

丨
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
勝
利
が
明
か

^

せ
ら
れ
た

。

.

 

.

朿
部

^
於
け
る
テ
ッ
ナ
ー
，
主
義
の
實

It
化
は
前
述
の

『

北
ア
メ
ジ
力
社
畲
民
：主
黨

』

で
あ 

る
が
、之
は

『

ィ
リ
ノ
ィ
勞

.
«黨』

の
色
彩
が
明
瞭
で
な
が
つ
た
。
蓋
し
典
踩
黨
は
數
個
の
ラ
ッ 

テ
I 

,
派
の
團
體
ど
若
干
の
ィ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
支
部

^

よ
6
成

A
、I

八
七
四
年
七
月 

一一ユ

!

m
 

Iク
R

開
催
せ
ら
れ
た
る
第

r

同
大
會

k

於
て

'は
初
め
よ
ぅ
完
全

R

ラ
ッ
サ
ー
ル 

主
義
が
勢
力
を
占
め
、勞
働
者
は
政
治
上
の
活
動

^
勢
カ
を
集
中
す

.る
の
み
な
ら
ず
交

.碼
通
®
、
 

H

 
S

業
、農
業
に
於
け
る
獨
占
を
全
廢
し
、州
の
保
護

®
督
の
下

K

民
主
的

^

組
織
せ
ら
れ

' る
 

協
同
組
合

?:
要
求
し
た
。
而
し
て
ア
ド

\

フ
，ス
ト
レ
ッ

V

I(
A
d
o
l
p
h

 

stras
s
e
r
)

を
書
記

 ̂

し
、
ビ

！

，セ
ー
•
マ

ッ

ク

グ

ソ

ィ

ア

ー

 (p. 

J
.
.
M
C
G
a
r
e

)

5:
«

«

_

M0:
^

R
JI
I

へ
.て
居
た
。

ス
ト 

レ
ッ
サ
ー
が
社

#:
民
主
黨

^
變
.節
す
る

^

至

6

た
る
は
、ィ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
^
の
主
義
に
不 

滿
な
る

^

依
る

V
J

せ
ら
れ

る

か
も
知
れ
な
い
が
、事
實

R
於
て
は
決
し
.て
ィ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョナ 

%
の
主
義
を
输
て
た
の
で

」

は
な
か
つ
た
。
實
際
的
思
索
よ

3

ィ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
內
部 

の
不
和
が
、ア
メ
リ
力

k
.無
關
係
で

、あ
る
，

事
を
見

.

.出
し
た
る
爲

.

.で
あ
つ
た
。：
彼
は
運
動
の
ア
メ 

リ
力
化
を
要
求
し
た
の
で
あ
つ
て
、ラ
ッ

T

 

,主
義
は
政
治
蓮
動
の
迦
想
よ
办
出
發
し
、必
然

烺

ニ

十

四

脊

(

二
一
 H

ハ
九〕

ア
メ
リ
カ
勞
働
階

(

級
の
政
治
運'動w

社
會
主
義
思
想 

第
九
^

§



;

里

志

卷

C

1

H

七
〇〕

.

ア
メ
リ
カ
：勞
：働
霉
の.

敗
治
齡
：
^

 

第

む

誠

三

四
.

R
運
動
の

.國
民
化
を
耍
：

.求

b

た
？

其
結
果
、彼
ば

'
:ラ
ぶ
：サ
ド
ル
主
義
を

M

m

t

る
に
至
つ

2
の 

.

で
凌
る
一
然

'る
に

®

#
民
.主
傘
の

.勞
傷
錄
合

_

_
及
び
政
蜂

^

對
す
：る
態

.度
は

0

i

0

{

0 

題
を

.起
し

M

の
機
關
新
、聞
上
に
於
て
、夕

：
！

 ̂

r

:
ス.

ギ

.ィ
I 

.
ベ
リ

ゾ'
V
(
Q
.

 

0
. stiebelbg〕

：

は
ィ 

シ
タ
f

ナ
シ
ョ
ナ
ル

k
賛
成

0
意
見
を
述
べ
、執
行

#
.員
.會
も
勞
働
組
合
が
我
が
政
露
ど
密
接 

な
る
歸
係
を
結

.は
ん
；事

?:
-
希
望
す
る
決
議
を

®

過
せ
し
め

u

o
然
る

^

前
記
の
機
，
新
間
の 

主

筆

ク
"ス
タ
ッ
フ

•ソ
ー

ザ
：丨

(

0

|
与

1~
,
7
5
3
>
:

は
勞
働
組
：合

^
.極
端
な
る
反
感
を
懷
さ
、遂
ド
執 

行

®
員
を
辭
じ
、此

.處

R
.

新

間

：の

論

調

も

一

變

ー

す

る
^

至
つ
：
气

/
,

: 

'1

八
七
.五

年

七

月
の
第
ゴ
囘
大
會

k

於

て

は
、社

會
民
主

黛

は

積

極

的

勞

働

.組

合

對

策
を
採 

用

し

釤

働

者

^

ビ
^
て
勞
働
組
合
は
木
可
缺
の
も
の
ド
し
て
各
人
は
必
ら
ず
勞
働
龃
合
員
た 

る
義

務

あ

.々

ビ
述

べ
#

働
組
合
蓮
動
を
非
雛

.し
た
る
前
主
筆
ァ

f

ザ

ー
を
除
名
す
る
こ
ど
ど

し

た

。

>: 

メ

氣
の
々
く
し
て

JK
帘
及
び

西

部

k
於

.け
る
論
爭

^

終
結
を
街

.げ
、社
會
主
義
運
動
の
融
和
す 

へ
§

的
诹
に
達
し
た
。

グ

力
ゴ

k
於
て
は
一
：
八
七
五
年
の
中
頃
ィ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ビ『

ィ 

ノ
ノ
イ
勞
働
黨

』

'が
事

»

上
.
.一

體
?:
な

し

ニ

ュ
！

ヨ
!

ク
k
於

て

は

イ.
X

タ
I

ナ

シ
ヨ

ナ

レ

、

『

合
同
勞
働
組
合

』

及
び

『

社
會
民
主
黨

』

が
共
同
に
總
會
を
開
催
し
た
，

.
而
し
て
前
ニ
翁
は
.國
際 

團
體
た
る
形
態

?:
維
持
せ
ん
ビ
欲
し
、社
會
民
主
黨
は
其
何
等
の

S

な
き
事
を
主
張
し
た
。
 

を
れ
の
み
な
ら
ず
努
働
政
策

^
就
て
も
棍
本
的
見
解
の
相
違
を
生
，じ

®

っ
て
^
等
の
協
定
を 

得
る

k

.至ら
ず
、若
し
も
ビ
ッ
ッ

パ
丨
グ
の
大
會
が
無
か
っ
た
な
ら
、合
同
問
題
は
延
期
せ
ら
れ 

V
o

る

?:
.
得
な
か
っ
た
の
で

.あ
る
。

I

八
七
五
年
十

1

一
月
べ
ン

\

 \

 

.ベ.-ニ
 

此
大
會

k

出
席
せ
る
代
表
者
は
百
三
十

ア
I

で
.あ■ 

A
y 

f

ナ
ィ

..ッ
*オ

.フ
•
.レ
.—

.

.パ.
I』

.

で
あ
っ
た
。
然
か
も
出
席
者
の
大
部
分 

あ
っ
て
、命
同

R

關
す
る
委
貫
會
は
其
.一
 

催
す
ベ
さ
第
二
囘
大
會

k

於
て
解
決
す 

會
は
チ
ロ
シ

R
集
ま

i

た
る
以
外
の
勞 

接
に
：代
表
す
る
外
何
等
勞
働
紐
合
は
代 

.も
出
席
し
な
か

P
た
。

.'

.遮
莫
，大
會
の
目

. ヤ
州
チ
ロ
シ
に
於
て
余
國
大
會
が
開
催
せ
ら
れ
た
。
 

ー
1
名

R
達
し
、社
會
主
義
者
の
代
表
ぬ
マ

ッ

ク

グ

ァ

ィ 

の
代
表
者
は
ジ
ョ
ー

ジ 
％フ
レ
ィ

-r—

 

(
G
e
o
r
g
e

 

B-air) 

は
ベ
ゾ
シ

,

ベ
ニ
，ヤ
州
か
ら
派
遺
せ
ら
れ
た
ぎ
の
で 

切
の
問
題
を
翌
苹
四
月
十
七
日
ビ

' 
ッ
.ツ

\

丨
グ

k

開 

ベ
き
事
を
要
求
し
た

0

:''

然
か
も
ピ
：

..

ッ.
ツ
バ
ー
グ
の
大 

働
團
體
を
招
請
す
る

.
こ
.
S
を
誤
ぅ
、社
會
主
義
者
.が
間 

表
.せ
ら

4;
1
な
か
つ
た
。
加
之
、古
い
指
*
者
等
は

一

人 

的
は

立

法

上
の

要

求
^

«

じ
、政
治
政
策
及
び
‘勞
働
階

第
二
十
四
卷'

(

ー
三
七1
ー

)

ア
メ
リ
カ
勢
働
階
級
の
：

.政
治
'連
驗
ミ
■社
脅主
義
思
想 

笫

九

號
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三
五



第
！一

十

四

卷

(
I

:

三
七
ニ

)

ア
メ
リ
カ
勞
働
階
級
の
政
治
蓮

f

社
會
主
義
.思想

 

0

J
 

,
 

'
5
.

級

.の

產
業
上
の

組

織

美

？

る

k

ぁ

っ
_ 
U
O

然
か

も

大

，
の
綱
領

に
關
し
て
社
會
主
義
者 

X
綠
裏
紙
幣
主
義
者

ビ
が
說

.

を
異

k

し、大
會
第
一
日

オ

ッ
ト
ー
•ヮ
ィ
、
デ

メ

ー

ァ

ー

ょ
ィ
ン
タ 

丨

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
思
想
を

基

調

^

す

る

陳
情
書
を
社
會
主
義
代
表
者
の
爲
め

k

朗
讀

し
、賃
鈒 

奴
鞣
の
廢
止
が
勞
働
蓮
動
の
終
局
の
目
的
な
る
事
を
宣
言
し
、國
際
勞
働
運
動
は
ョ
ー
ロ
ッ
•、
 

の
ス
ト
ラ
.ィ

キ

破

壊

者

の

輸
入

を

防
禦

す

る

爲

め

k
必

要

な

る

事

を

指

摘

し
、勞
働

組
合
が
政 

.黨
を
組
織
す
る
乙

ど
を
勸

吿
し
た

。

次
^

社
會
主
義
者
は
州
が
補
助
金
を
下
附
，す

る

協

同

>1 

合

^
賛
成
の
決

議

を

採
擇

し
だ
が
、綠
裏

紙

幣

主

義

者

は

巩

考

の

動

議

を

提

出

し

て

之
t
揠
潰 

し
/

ず
ほ
決
議
に
關
す
る
委
員
會
が
綠
裏
紙
幣
主
義
者
多
數
な
^
し
爲
め
自
派
以
好
都
合 

の

決
議
案
を

作
成
し
少
數
の

差
を
以
て
大
食
を

通

過

し

た
る

時
、社
會

_

者
S

力
抗
議
し
、
 

遂

k

退
•拙
す
る

^
至
つ

た
。

其
結
來

、大

會
は
綠

裏
紙
幣
主
義

k

好
都
合
の
決
議
を
通
過
せ
し 

めナ通ビ及び製造

^

»
す
る
協
同
組
合
が
、賃
鈒
制
度
ょ
々
解
放
せ
ら
る

、
道

で
ぁ

久
大 

會
は
容
易
な
る
條
件
を
以
て
議
會
が
貨
跗
を
行

ふ
事
を

要
求
し
た
。
，倚
ほ
支
参

移

民

の
禁

止

、

八
時
間
勞
働
法
、勞
働
者
定
住
法
、內
政
改
革
、高
利
制
限
、實
物
賃
，鈒
の
廢
北
、其

他

各

種

の

•

立
法

t

 

要
求
ず
る
，決
議

.

を
な
し
た
.。

政
治
問
題
に
就
て
は
社
會
主
義
及
び
綠
襄
紙
幣
主
義
者
何
れ
も
躅
立
の
勞
働
者
政
黨
を
組 

織
す
る
こ

^

k

賛
成
し

^

i c

勞
働
團
體

R

就
て
は

『

ナ
イ
ツ

•

一ォ
.

ブ，レ
ー

\

丨』
の
影
響
?:
受
け 

ブラックリストの制度

^

關
し
て
注
意
幻
拂
ひ
、秘
密
結
社
の
形
態
を
以
て
全
國
の
货
女
勞 

働
者
が
團
結
す
ベ
.さ
こ

V
J

を
勸
吿
し
て
居
る
。
併
し
乍
ら
何
等
勞
働
カ
の
合
同
に
關
し
て
爲 

す
所
な
か

P
し

は

驚
く
ベ
く
，此
大
會
は
何
入
^
も
充
分
な
パ
る
滿
足
を
與
ふ
る
事
が
出
來
な
か 

つ
た
の
で
あ
る
。
社
會
主
義

.

者
は
綠
裏
紙
幣
主
義
の
綱
領

?:
採
擇
せ
る
爲
め
に
脫
邋
し
勞
働 

組
合
論
者
は
秘
密
結
社
の
勸
带

^

不
滿
を
懷
い
た
の
で
あ
つ
た
。
斯
の
如
く
し
て

.

.

一,般
勞
働 

者
會
議
の
時
代
が
期
待
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
た

:0(
c

o
m

m
o

n
s

,
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四
、

政
治
運
動
の
隆
昌 

.1

八
七
六

年
の
ピ
ッ
ツ
バ
ー

ダ

の
大
會
は
社
會
主
義
に
加
祖
す
る

乙

ヾ

」

を
拒
絕
し
た

け
れ
 

ざ
％
、之
に
好
意
を
寄
せ
て
ゐ
た
乙
く
は
明
か
で
、合
同
委
員
會
が
併
合
の
問
題
を
.決
定
せ
る
場 

合
に
も
、イ
ン
タ

ー

ナ
シ

ョ
ナ

>

 

の
勝
利
を
第
ニ
條
件
ど
し
た
の
で
あ

..つた
。
皿
し

て

拿
合
同 

大
會
が
一

八
七
.六

年
七
月

十
九

日

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

K 

k

於
て
開

.催
'せ
ら
れ
る

や.、『

イ
ン

タ
ー

第
二
十
四
卷

(

一
三
セ
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ア
メ
リ
カ
勞
働
階
級
の
政
治
運
動

.w

社#

生
義
思
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し
、『

合
衆

.國
梦
働

«』

.
'

(

春

1■夢

g
o
l
s
v

 pai 4
of the'united 

states〕

.
V
J»す
る 

政
麗

を
組

*

し

、
イ

ジ

.タ

ー

ナ

シ

'
ョ

ナ

,

の
總
則
ょ

A

主
義

の

宣
倉

?:
萆
し
、社
會
民
主
黨
の
政 

鋼

ょ
々
要
求
條
項
を
採
つ
た
の
で
あ
る
が
、併
し
乍
ら
政

治

上
の
活
動
及
び
勞
働
組
合

運

動
R 

關
し
て
は
イ
ン
タ
ー
ナ

.シ

.
ョ
ナ
ぐ

v
j

同
じ
地

.位

k

立
.
つ
た
。
而
し

.て
組
織
.の
問
題
に
就
て
は 

紙
會

.民
主
黨

k
讓
步
し
、國
內
的
國
體
ど
し
て

_

際
的
團
體
た
ら
し
め
ざ
る
こ
ど
ミ
し
た

。

げ 

ほ
#

則
は
執
行
姿
員
會
く
統

_制
委
員
會

V
J

を
設

け
、
前
者
は
事
情
が
好
都
合
な
る
場
合

k

や、
て
 

は
地
方
支
部
が
選
擧
戰

k

臨
む

^

^
を
許
諾
す
る
權
能

'5:
有
し
た
0
而
し
て
機
關
新
胡
ビ
レ 

て
は

シ
力
ゴ

R『

フ

ォ

c

 l
r

』
(
v
o
r
b
o
t
e
)
i
l

ユ
！
ヨ

/
'
ク《

『

ソ
チ
ア

I

ぐ
デ
モ
ク

-
ラ
ッ
ト

』

(
s

o
z

i
a

l

丨D
e

m
o

k
r

a
t

)
(

後
k

『

ア
ル
、ハイ
タ
！
ス
チ
ム
メ

』
(

>
J

.

c re
i

t
e

r
-

s
t

i

日m
e
』

ど
改
題

)

が
あ
ぅ
、英文
で 

は『

ソ
シ
ア

リ

ス
ト

』
(

s
o

c
i

a
l

i
s

t
)

(

後
に

『

レ
I

 

\

 

I

V

ス
タ
ン
ダ

I

ド』
(

r

f

 

s
t

a
n

d
a

r
d
〕

)

が
あ
る
。

併
し
乍
ら
社
會
主

_

的
分
子
の
統

」

は
领
動
內
部

^

於

け

る

，不

同

を

一

掃

す

る

乙

ど

が

出 

來

な

力

つ

、た
。

イ
ン
•
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
，主
義
者

V
J

ラ

ク
サ
ー
ル
ま
義
者
ど
の
二
分
派
が
依
然 

ビ
し
て
存
在
し
た
。
然
か
名
其
の
不
同
は
減
少
せ
し
め
ら

れ
、
其
本
質
の
み
存
續
し

^

。'
そ
吖

V
J

同
時

^

ラ
ッ
サ
ー
，
主
義
者

€

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
，
主
義
者

w

倉
ふ

.言
葉
は
、政
治
的
社

. 

食
主
義
者
ビ
勞
働
組
合
社
會
主
義
者

V
J

言
ふ
简
單
な
る
言
葉

R

代

っ

：
た
..
0

而

し

て

統

一

の

協
 

議
：
k
於
て
後
者

•か
勝
利
を
占
め
た
の
は
、全
國
的
勞
働
大
會

(National L
a
b
o
r

 convention〕

?:
獲
得 

す

る

こ

w

が
其
指
導
者
た
る
地
位
を
堅
實
な
ら
し
む
る

R

必
要
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。.此
 

事
は
全
國
執
行
委
員
會
の
選
擧
後
間
も
無
く
明
白

^
な
っ
た

V

 

ニ
 

/
丨
ニ
ブ
ゾ
の
支
部
が
州 

立
'法
部
卜
十
對
す
る
候
補

.者

.を
指
名

'す
る
許
謙
を
求
め
た
る
時
、反
對
者
あ
る

k

も
拘
ら
ず
、政
治 

蓮
動

^

好
意
を
有
せ
る
全
國
書
記
フ
ィ
リ
ッ

.ブ

,v
vr
パ
ッ
テ
ン

(
p
h
n
i
p

 

V
a
n

 patten)：

が
之
を 

承
認
し
た
。

然
る

,

ニ
ユ
！

へ

ダ

ゾ

の
經
驗
は
極

'め
て
好

«

で
あ

.っ
た
か

.ら
、全
國

.を
：通
じ
て 

政
.治
運
，動

^

對
す
る
興
味
を
喚
'起
せ
し
め

»
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
，及
び
ミ

 

>
 
ゥ
.
ォ
1

キ
丨
^
於
て
實 

際
運
動
^
着
手
せ
ら
れ
、勞
働
組
合

' 派
の
中
心
地

.な
る
シ
力

..

ゴ；に
於
て
も
選

擧

戰

k
«

加
す
る 

氣
：蓮
.•か
濃
厚
ビ
な
っ
て
來
た
。

加
之
、其

#

票
、の
草
績

.は
k

ら

R

通
氣
を
鼓
舞
し
、勞
働

M

合
會 

議
が
，課
せ
る
制
限

k

»
し
て

.不

滿

を

感

ぜ

.、し
め
る.ド

至

っ
.た
。

而

し

て

旣
R

1,

八

七

七

.年
ー'ー：

 

ニ
 

 ̂

!ヨ
丨
ク
の
ド
イ
ツ
系
支
部

.が
、勞
働
組
合
派

^
傾
け

.：る

.二
 
：、

'ヮ
1

ク
の
ド
イ
ツ
系
支 

部
ド
對
し
て
，大
：會
の
開

'催

5:
繰
上
ぐ
べ

_

提

*

の
賛
成
を
：求

.，̂

た
が
、之
を
肯
じ
な
か
っ
？

第

二

十

四

卷a

 

!

ー
一
七
五

〕

ア
メ
リ
カ
赞
働
階'級
の
：政
治
運
傘
ミ
社#
生
#
思
想 

笛
九
號 

i

 

.



第
二
十
四
卷(

ニ
ー
 
i

c

ア
メ
リ
カ
.勞
働
階
級
の
,政
治
運
動
.

W

社
#
主
義
思
想 

f

號

HI
O

'

ど
が
あ
る
。
之
は
政
治
運
動
派
？
勞
働
組
合
派
ど
の
杭
爭

.

を
示
す

.

も
の
で
、

」

一，

ヨ
ー
ク

の
 

オ
ッ
ト
！
ウ
ォ

,

ス
タ

t

 

(
o

t
t

o

 

w
a

l
s

t
e

r
)

の
主
宰
：する

'『

ア
ル
バ
イ
タ
！
スチノム

^

題
に
'就

て

は

始

め

嚴

：正

中

立

の

0
度

を

保

つ

：

た
が
，
後
、；頑
固

な

る
勞
働
組
合

*

の
非
を
鳴
ら
し
、
 

•

之

'^
•

し

て

マ

ク
ド

ネ

ル

の

『

レ
!

バ
I

 

•

ス，タ
ン
ダ
ー

ド』

は
正

反

對
の

立

揚

を

採

り

、
シ
力 

ゴ
の

『

フ

ォ

V

ボ
ー
テ

』

も
之

^

和

し

た

0

併

し

乍

ら

 

>

シ
.

パ
,

テ

ン

の

勢

力

? :

受
け

.

た
る
全 

國
執
：行

，

員

會

は

政

治

•運

動

派

k

味

方
し
、マ
，

ッ
ク

ダ

ッ

イ

ァ

f

 

k

急
信

?:
送

つ

て

之

が

爲

め 

丨

JE
k

•及
く

.

全

國

k

遊

說

せ
し
め
た
の
で
あ

つ
た

o

斯
の
如
く

し
て
同
年

五
月
兩
派
の
抗
部 

は
其
極
！

I

v

k

達
し
、

『

レ
ー
，

V
!

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

』

の
停
刊
ミ
佥
國
統
制
委
員
畲
の
同
意
に

ょ
る 

?
T-
J

事
0

ビ

は
政
治
運
動

.派
の
.陣

營
k

動
搖
を

來

し
、全
國

.執

行

委

員

會
?:
し

て

統

制

委

員

會 

乘

取

，の

非
i
»Y
i
手

段

を

も

敢

行
^
し

め

た

。

然
る

}

:

n
E

々
無
く
此
ニ
派
の
議
論
ょ
ぅ
も
、夂ハ優

^

t

決
定
す
る
^
就
て
有
力
な
る
分
子
が 

出
驻
し
た
。
そ
れ
は

一

八
七
七
牟
七
月

.

I

大
ス
ト
ラ
イ
キ
が
勃
發
し
全
國
^
波
及
し
た
る
こ 

€

で
あ
つ
て
、勞

働

，黨

は

全

く

不

意

打

を

喫

し

た

が

、諸

都

市

の

社

會

主

‘_

者
の
團
體
及
び
個
人 

は
此
突
發
事
件
を
十
分

.

利
用
し
た
。
乃
ち
セ
ン
ト
，グ
イ
ス

k

於
て
は
民
衆
大
畲
を
開
催
し
、勞

働
者
の
利
益
を
擁
譲
す
る
爲
め
纪
執
行
委
員
を
擧
、げ、一
週
間
以
上
.̂
亘
つ
て
全
市
を
支
配
し 

然
か
も

®

員
の
氏
名
は
ニ
切
之
を
知
る

Z

Y:
が
出
來
な
か
つ
た

。
' 
シ
力
ゴ

k
於
て
は
事
件
の 

勃
發
を
待
つ
己
ヾ
し
な
く
し
て
、事
前

k

警
察
の
暴
壓
が
企
て
ら
れ
、

‘ス
ト
ラ
ィ
キ

?:
行
ベ
る
家
具 

ェ
の
大
會
會
場
が
製
擊
せ
ら
れ
、多
數
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
其
處
で
全
國
栽
行
委
員
會
は
民 

衆
大
會
を
召
集
し
、八
時
間
勞
働
法
、騷
擾
法
の
廢
止
、鐵
道
及
び
電
信
の
國
有

?:
要
求
す
る
事

S 

な
夂
シ
力
ゴ
、ブ

X
ク
リ
シ
、ユ
チ

7
丨
ク
、パ
タ
ー
ス
ン
等
に
於
て
社
會
主
義
者
の
眼
覺
し
い
活 

躍
が
行
は
れ
、〃
ィ
ス
ビ

,
{c
於
て
は
立
法
部

^

七
名
の
候
補
者
を

•擧
げ
、共
內
五
名
の
當
_

者 

l

'#
る
乙
ビ
が
出
來
た
。

 

.

'
以
上
の
如
く
黨
內

R

於
け
る
一
一
派
の
鬪
爭
‘
.は、政
治
運
動
派

^

有
利

^

轉

囘

し

た

，が
、兩
派
は 

勞
働
組
合
會
議
の
決
定
，に

'も
，拘
ら

ず
、次
の
鬪
爭
の
準
備

^

着
手
し
介
。

.
其
ー
.方

に

於

て
地
方 

支
部
は

一

八
七
七
年
秋

^

於
け
る
選
擧
に
候
補
者
を
立
て
相
當
の
成
功
を
收
め
た

.

か
、
^

く
0

 

都
市
に
於
て
は
綠
裏
紙
幣
主
義
者
、と
妥
協
し
、其
政
綢
七
共
通
ド
し
或
は
提
揲
し
た
。

M

t
て
 

十
二

^
ニ
十
六
日
：ニ
ュ
ヮ

I

ク：に
開
催
せ

ら
れ
た

る
大
會
は
、お

め
ょ

々
政
治
蓮
動
派
■

.が
牛
耳 

を
執
‘み
、
勞
働
組
合
派
を
歷

迫
し

た
る

の
み
な
ら

ず
、其
黨

名
を

『

社
會
勞
攀
黨

』
(socia-i .t L

a
b
o
r

第二

十四.卷

(
一

三
七七〕

アメリヵ

勞
働
階
級
の
政
泠
運
動
W
KI
:
-#
主
義思
想 

第

典

駿 

四
一



、
ま

十

四

卷

：

(

ニ
ニ
$

>

ァ
メ
-
ヵ

灌

階

，
の
方
治
運
警
|

|

思
想

 

第

九

號

•
四n

p
&
y
)
，v

改
%

■'
鶴

：'の
.:-
言

®

-:
^

た
。
，
之
k

依

ム

て

：
政

，
治

蓮

.

1/
;

が 

.黨

の

主

要

な

る*

f

せ

ら

れ

、黨
，
の

役

員

は

き

く

ど

も
r
年
._
靠
員
た
る
こ

ビ
を
條
件
ど
す 

a

k
-M
o
た
。

尙

凇

;«
は
勞

■

組
合
で
友
誼
；
f

'B
B

係
を
保
ち
、社
會
：主
義
.的
原
則
ド
遊
い
て
祖 

合
■

立
す
る
事
を
倔
進
す
べ
し
ど
言
つ
た

;0」

此
他

黨

の

組
織
れ
關
し
胃
種
々
の
改
革
が 

听
は
凇
佛
ズ

^

て
此『

社
，會
勞
働
黨

』

估
選
擧
戰
の
支
配
を
な
す
ベ
さ
永
久
的

®

能
^
適
切
な 

る
：も
の

^
边
つ
允

,°
.
.而
し

.て

.間
も
な
く
 

•翌
年

*

の
選
擧
が
近
づ

‘
5

力
ゴ
*シ
ン
シ

.ナ
一
グ
ィ
、
、、、 

i

d

キ
i

て
數
名
の
候
補
者
が
指
名
せ
ら
れ
、シ
ヵ
ゴ
^
於
て
は
ニ
名
が
市
參
事

# 

員
茗
選
し
た
。
て
れ
は
勞
猶
組
合

5

接

I

關
係
を
保
ち
た
る
結
果
で
ぁ
っ

て
、
シ
シ
シ
. 

ナ
ク
：
に
於
て
は
斯
の
如
さ
關
係
，かな
か
つ
た
か
ら
、前
年
に
比
し

.て
得

M
が
半
減
し
た
。

シ
プ
コ

d

於
け
る
勞
働
組
合
派

< £

全
國
執
行
委
員
會
ビ
の
不
和
は
#

働
者
軍
隊
組
織
の
間

て

1

八
七
五
年
劍
設
せ
ら
れ
た
の
で
ぁ
る
が
、

一'
八
七
七
年
七
月
家
具
エ
の
ス
ト
ラ

.
ィ
キ

J

 

»

紫
の
加
へ
た
る
彈
壓
は
其
必
：要
を
一
派
に
認
め
ら
れ
る

.事

^
な
ぅ
、シ
ヵ
ゴ
の
此
先
例
ド
放 

メ
も
の
：力
諸
相
市

k

現
は
れ
、全
國
執
行
委
員
會

?:
し

て

之

を

一

否

認

す

る

警

带?:
狻

せ

し

ァ

る

{ C

至
つ

k

。
之
^
對
し
て
シ
力
ゴ
の

『

フ

ォ
,
ボ
ー

テ』

は
其
必
要
な
る
所
以
を
說
さ
、之
に
對
抗 

し
た

:0

當
時
此
新
聞
は
ダ

ス
タ
ッ
フ
•リ

I

ザ
1

が
主
筆

^

な
A

V

社
會
主
義
諸
新
聞
中

^

在
ぅ 

て
唯
一
の
軍
隊
組
織
擁
護
論
者
で
あ
つ
た
が
、執
行
委
員
會
は
直
ち
に
化
新
聞
の
機
關
紙
た

る 

資
格
を
剝

奪
.し
一
個
月
後
其
經
營
者
が

變

M

せ
ち
れ
た

P

に
も
拘
ら
ず
、其
論
調
を
改
め
な
か 

つ
た
0
斯
の
如
く
し
て
全
國
執
行
委
員
會
の
報
潘
書
中
に
於
て
バ
ン
ノ
パ
ッ
テ
ン
を
し
て
內
訌 

を
嘆
せ
し
め
た
が
、彼
が
シ
力
ゴ

i t

英
文
の
機
關
新
聞
を
設
立
す
る
提
案
を
な
し
た
る

Z
ヾ

」

V

A
 

办
妥
協
が
成
立
し
た
。
而
し
て
此
新
聞

は

『

ン
シ
ア
リ

ス
ト
‘』

ど
»

せ
ら

れ
、
■

一
 

八

七
八
年
九
月 

十

四

H
初

*

を
發
行
し

#

働
組
合

*

W

K

好
章
を
：冇
す
る
も
の
で
あ

.

つ
f2
•
.

而
し
て
次
：の
國
內
及

.び
州
內
の
，選
擧

®

R
於
て
シ
力
ゴ
の
社

#

主

a

者
は
總
得

M

七
千
を 

得
，立
法
部
化
四
名
の
議
員
を
送
る
乙
ど
が
出
來
た
ノ
斯
く
し
て
シ
カ

.

.
ゴ
，
は:®
要

な

る

鳴

會

主
 

義
蓮
動
の
中
心
地
.た
る

k
,至\

政
治
運
動
派
は

■
.

ト

f

マ
'ス.ゼ

--

ィ
ノ
モ
ル
ガ

r
c
T
h
o
B
a
s

 

 ̂

M
o
r
g
a
l
o
v
J

中
心

ビ

し
て
勞
働
組
合
派
ヾ

」

平
和
裡

R
協
力
し

»>
か
ら
ざ
る
勢
力
を
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笫

九

跋
3
*
0
,

員
i

k

於
.
て：！

：萬
.
ニ
：千
の
得
禀

5:
.
算
し
、苧
 

S
こ

ビ

ド
は
何
等

0

不 

ー思
«

が
な

S
。

而
し
て

.
此
結
果
.「

方
^

於
セ
政
乘
運
動
派
の
勢
办
を
增
加
せ
し
め
る
ど
共
に
、
 

契
働
組
合
飯
の
態
度
を

#

ぜ
し
む
る
乙
ビ
、

u

ク

た
。
期
之
、

‘

一
:

八
七
九
年
產
業
好

s

k

«

す 

.
る
ど
ホ
に
、社
會
主
義
者
の
成
功
は
終

5:

佐
げ
_

年
秋
の
選

'
擧
^
於
け
る
彼
等
の
得
絜
は
四
千 

八
西
に
激
減

>

た
。

r

フ
；
>

.

f
ボ，丨
'

テ』

は
之
.

を
景
氣
の

(

恢
復
せ
る

k

原
因
す
る
ど
言
ひ
、反
對 

派
は
之
を
勞
働
組

.合
の
離
乖
に
依
：る
ヒ
述
べ
て
居
る

。

.

.

次
の

『

社
’會
勞
働
黨

.

』
の
备
國
大
會
は
一
八
七
九
年
十
一
一
月
ア
レ
ガ

■
ユ
ー
市
に
開

1

せ
ら

1 

介
力
主
要
な
る

^

論
の
中
心
は
選
擧
戰

k

於
け
る
候
補
者
の
指
名
の
み
な
ら
ず
、政
綱

o

作
成 

.

k於
て
も
總
て
の
自
由
主
義
圓
體
及
び
勞
働
倒
體

S

妥
協
ず
る
こ
ど
を
說
く
ブ
ぐ
ク
リ
ン
及 

び
フ
ラ
テ
ル
フ
ア
の

一
派
綠
裏
紙
幣
主

^

者
の
大
會

k

代
表
者
を
派
遣
す
ベ
し
ど
說
く 

七
ン
ト
ル
ィ
ス
、シ
力
ゴ
其
他
中
西
部
の
ブ
派
、最
後

.に
社
會
黨
は
他
の
黨
派
を
考
虛
す
る
_
な 

く

^

^=

者
を

^

名
す
べ
し

V
J

主
張
す
る
ニ

 

k
丨
•
ヨ
I

ク
、ボ
ス
ト
ン
の

f 

K
が
.
b
 

9 
i

并
し 

,
ら
プ
 

'會
は

U

三
派
の
何

-'
n

R
も

^

方
せ
ず
各
派
ょ
ぅ
投
襄

^

ょ

-

c
v

て
三
名
を
擧
げ
■
長
及 

び 

ー-K
議
長

t

汰
定
し
又
全
國
書
記
を
任
命
し
た
る
後
閉
會
し
た
。

『

祉
會
勞
働
黨

』

は
綠
裏
紙
幣
主
義
者
の
大
會

k

代
表
者

?:
送
る
べ
さ
乙

V
J

?:
決

議

し

な

か

っ 

た
が
、社
會
主
義
者
は

『

シ
力

.
ゴ
八
時
間
勞
働

：

聯
盟

』
(Chicago 

E
i
g
h
t
-
H
o
u
r

 

L
e
a
g
u
e
)

の
代
表
者
た

し
た
。

而

し

て『

社
會
勞
働
黨

』

は
前
記
の
大
會
が
招
集
せ
る
シ
力
ゴ 

遣
す
る
乙
せ
を
決
議
し
、此
大
會

k
於
て

「

士
地
光
線
、空
氣
及
び
水
が
總 

然
の
無
償
の

.賜
物
で
あ
彡
、且
っ
是
等
の

]®
物
を
各
人
の
有
す
る
權
利 

を
許

^
ず
又
他
人
の
權
利
を
侵
す
こ

V」

?:
■許
す
社
會
の
.立
法
及
ひ
慣 

ベ
か
ら

ず」

ど

言
ふ
政
綱
を
採
擇
せ
し
め
た
。
斯
の
如
き
政
綱
は
■時
に 

Vj 

7
P
M裏
紙
幣
主
義
の
指

«
孝
は
其
の
承
認

?:
肯
じ
な
か
っ
た
。
併 

ぅ
て
遂
に
大
多
數
を
以
て
之
が
通
過
を
圖
る
事
が
出
來
た
の
で
あ
っ 

の
政
綱
で
あ
っ
た
が
、シ
力
ゴ

R
於
け
る
一

八

七
九
年
秋
ビ
、一

八
八
〇 

結
.果
は
，彼
等
を
失
望
せ
し
む
る
事
が
勘
く
な
が
っ
た

。

.

て
は
 

'ドィ
ッ
系
及
び
ス

■
力
ン
.デ
ナ
ビ
ァ
系
の
支
配
す
る
勞
働
組
合
派 

^

の
妥
協

^

對
杭
し
て
蹴
起
せ
し
め
た
？
然

る

k

ァ
メ

リ

力
系
の
者 

が
故

R
、此
處

R

勞
働
組
合
派

i

m

^

m

m派
S

の
間

^

於
け

る

ど
同

る

、
ノ
 

I

ソ

ゾ

ス
が
代
表

の
大
會

R

候
補
者
を
派 

て
の
人
類
に
對
し
て
自 

以
上

^

獨
占
す
る
こ

ビ 

習
は
非
*
排
斥
せ
ざ
る 

社
會
主
義
的
^
は
非
れ 

し
巧
妙
な
る
馳
引

R

ょ
 

た
。

之
は
社
會
勞
働
黨 

年

#

に

^

け

る

選

擧

の
 

斯
の
：如

&

事
情
化
於 

V
J
し
て
綠
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幣
主
義 

ば
前
者
^
對
抗
し
た
る
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ア
メ
リ
ヵ
努
俲
階
級
の
政
治
運
.動
芎
瓧
會
主.義

思

想

m
丨O
JC
四
'

.様
の
：闘

^

が
生
ず
る
事

s

な
.
o ：
た
。

.-
;

而
し

.で
'斯
の
：如

s
 
S

は
、單
化
シ
办
ゴ
の
み
久
ド
止
ま
ら 

ザ

1
一

ュ
I
,ヨ
J

ク
に
も

存
在
し
た

の
で
あ
る
が

-

i 
!

ヨ
ー
グ

^
於

て

は
、彼
等
は

必
ず
し
も 

勞
働
組

合

派

メ 
.一
.
致

す

る

も
の
で

.は

な

く

、社
會
主
義
者

中
：の
溫

和
派
ビ

急
進
派
の
別

^
 .
出
る 

も

の

で

あ

0.
'
た
。プ
而
し

.て
此

.問

.題

代

關

し

て

般

投

票

を

ね

し

/2
る
結

#
、ユ
ュ

—

•ヨ

丨

ク
、
ロ 

I

レ
ン
ス
、
一
一
ュ
1
.
•ォ.
ル
リ

I

ン
ス
、シ
ヵ
ゴ
’の
ド
ィ
ツ
系
及
び
ス
カ
ン
デ
ナ
ビ
ア
系
を
除
く
各 

支
部
は
妥
協
に
賛
成
し
た

9

此
一
般
投
票
の
結
果

k
 
0

し
て
、、ゾ力

 

'
'
コ
及
び
ニ
ュ
丨
，ヨークの 

反
對
者
は
直
ち
代
反

.抗
の
氣
勢
を
擧
げ
た
。
而
し
て
大
統
領
候
補
者
の
選
擧
の
結
梁
は
、正
し 

く
實
情
を
反
映
せ
る
も
の

ビ
言
ふ
ベ
く
、綠
裏
紙
幣
黨
も
敗
北
し
た
け
れ
ざ
、社
會
勞
働

黨

は
そ 

れ
以
上
激
し

$
打
擊
を
受
け
た
。

.
斯

0
.如
く
し

‘て
一
八
八
〇
年
の
選
擧
は
、社
會
主
義
の
政
治 

的
勢
力
を

I

八
七
六
年
の
政
治
運
動
の
勃
員
以
前
，の
狀
態

^

引
戾
.し
.其
一
方

k
於
て
社
會
主 

義
蓮
動
が
東
都
諸
市

ド

於
て
は
純
然
た
る

.無
政
府
主
義
の
運
動

R

發

展

し

、
、ゾ

力

ゴ

及

び

中

西 

か"

丨
於
て
は
無
政
好
主
義
的
努
働
組
合
速
動

即

ち
一
種
の
ナ
ン
デ
力

ソ

ズ
ム
の

' S

级
R

' t

展 

，•

，
る

^

矛
つ

.

f i(
c

o
m

m
o
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2
2
5

-2
3
6

)

五
，

無
政
府
主
義
と
サ
ン

^

-/
3
:
.
-
'
リ
.ズ
ム

:『

社
會
勞
働
黨

』

は

—
八
八

0

年

0
選
擧
以
來
其
黨
員
ぞ
減
少
し
、內
部
に
ニ
派
の
對
立
を
叨
か 

な
ら
し
め
た
。

シ
カ
ゴ

k

於
け
る
ド
ィ
ツ
系
、ボ
へ
ミ
ヤ

系
、ス
カ

ゾ

デ
チ

ビ

ヤ

系
其
他
の
急
進 

分
子
ば
、全
國
執
行
委
員
の
改
選
を

.要
求
し
て
大
會
を
催
し
た

0

此
大
會

R

於
て
は
勞
働
組
合 

M

動

雰

1

^
を
置
く
ベ

S

將
來
の
活
動
に

關
.す

る
急
進
的
計

#
t

立
て
，勞
働
考
の
軍
備
組
織 

を
勸
め
、政
治
的
活
動
は

.好
望
の
地
方

k

於
て
の
み
推
獎
す
べ

&
も

の
で
あ
る

^
せ
ら
れ

た
。
 

併
し
乍
ら
ィ
ギ
リ
：

ス
系
の
-般

社
會
主
義
者

は
全

.國
執
行
委
員
會
を
維
持

し、前
鹆
の
急
進

M 

の
決
戰
に
參
加
し
な
か
ク
た

。
:

次に二

'
チ
！

ョ

丨

ク

R

於
て
も
急
進
派

S

溫
和
派
ど
の
對
立 

が
行
は
ね

‘急

進

派

は

『

社
；會

勞

働

黨

』

を
；脱

；退
し
てf

社

#

x

パ
®

樂
：'部』

を
組
織
し
多
數
の
新
來 

ド
ィ
ッ
系
移
民
を
部
曼

,

し
て
：居

た

。

而
し
て
“
 
x

:

'x
r

社
會
主
義
者
を
糾
合
す

る
.

計
.畫
は
、，「

 

八
八

1

华
ナ
月
シ
力

.
ゴ
k

開
催
せ
ら
れ
た
る
大
會

k

於
て
企
ら
れ
た
°
此
大
會
の
招
待
狀
は 

二 

.ュ
!

ョ
.

I
ク
ょ

夕
發
せ
；ら
れ
把
の

.

.で

.あ
る
；が
、其

處

の

X

X
0

0

部
は
.間
も
，：な

く

黑

色

ィ

ゾ 

タ

ー

ナ

シ
ョ

ナ

ダ

(
s

a
c

k
v

I
n

t
c

r
n

a
t

i
o

n
a

l
〕

R :'

參
.加
し
：た

.:
0

'

こ
れ
は
口
ン
ド
#
^
本
部

?:
有

し

一

八
 

八

T

年
七
月
組
織
せ
ら
れ
た

る
ョ

I

 

ロ.

ッ
イ
ド
於
け
る

：
X :
x

ゾ
x;
主
：義

.者
の
圓
：體
で

'あ.つ

た
。

ラ
ュ
.

丨

•

ョ
し
ク
の
大
會

R

於
て
最
も

■

急
.

進
的
な
る
章
見

? :

述
べ
：
'

^

る
者
：は

1

ュ
！

ョ：！
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第

九

戬

四

入

代
表
者
で
あ
つ
て
ジ

f
ス
タ
ス

•
シ
チ
ソ
；
ブ

0
良
§ S

c
h
w
a
b

 )

：は
'政
治
運

.動
を
極
度

k
排
斥
し
、又 

.黑

色

ィ

ン

タ
ー
ナ
シ

3
ナ
ル

の
ロ
ン
ド

ン
大
會
化
賛
成
し
、勞

*

階
鉍
の
權
刹

5:
擁
護
す
る
た 

め
に
武
裝
す
る
事
ド
賛

.成
し
た

-:
°

此
の

.新
し

.
い
團
體
は

K x

 

x

社

會

黨

で

あ

っ

、
て
、自

治

團

體 

の
驰
緩
せ
る
聯
合
體
で
あ
ベ
加
盟
園
體

R

通
報

?:
與
へ
る
本
部

?:
有
す
る
意
圖

.で
あ
っ
た
。
 

然
る

k

シ
力
ゴ
の
関
躞
は
大
會
の
決
議
に
關
じ
て
一
般
投

M

が
完
了
す
，る

^
先
だ
ち
、一
八
八 

ニ
年
泰
シ
力
コ
市
の
選
擧

k

活
動
す

.る
決
心
を
な
し
減
然
た
る

X 

X 

X政

_

を
揭
げ
、社
會
勞 

働
黨

W

協
力
す
る
事

t

:

拒
絕
し
て
出
陣
し
た
，。
其
結
果
は
勿
論
極
め
て
■僅
な
る
投
翦
を
得
た 

る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
殊

k

社
會
勞
働
黨

k

s
っ
て
は

.致
命
的
打
擊
で
あ
っ
だ
。
そ
は
兎

 ̂

角

‘

I

八
八
ニ
年
二
月
前
年
の
大
會
に
於
け
る
自
治
的
國
體
の
原
則
を
樹
立
せ
る
決
議
が
承
認 

せ
ら
れ
、中
央
委
員
會

0:
.組
織
竝

R

費
用
の
負
擔
が
決
定
せ
ら
れ
、通
報
本
部
が
設
立
せ
ら
れ
る 

己

^

に
な
つ
た
が

'1

-
丨
，
ョ

ー

ク

の

團

體

は

.そ

れ

を

承

認

す

る

^

V
J

を

躊

躇

し

^

部

の

大

會 

k

持

越

す

r

J

S

Rな

つ

た

。

1

八
八
三
年
十
月
ビ
ッ
ッ
バ

ー

グ

k

於

け

る

大
會
は
主

ど

し
て
西
部
を
代
表
す
る
社
會

x

 

X

.

M動

e>
勞
働
組
合
派
ど
東
部
の
純
然
た
る

X X
X

主
義
者
ど
の
ニ
派

^

別
れ
、而
し
て
後
者

は

3 ;
、ノン

•
モ
ス
ト

(

J
.

.§
>
M
0
S
5 :-

を
の
代
表
者
：

.V
J

し
て
ゐ
る

。

r

 

’ス
ト
の
思
想
は
明

0
R
 

X 

X 

>
<主
義
的
で
あ

0

て、彼
，の
理
想

^

す
る
社
會
は
生
産
者
.の
緊
密
な
ら
ざ
る
聯
合
體
の
集
成 

,
で
あ
つ
杧
。
團
體
的
の
交
換
；は
紙
幣
を
使
用
し
て
行
は
れ
、各
團
體
は
絕
對
の

X 

X
主
義
た
る 

ご
.
匕
，も、或

.
ば
仕
事

^

對
し
て
賃
銀
を
支
拂
ふ
制
度
も
出
來
る
の
：で

.ぁ

る

が
、何
等
画
體

R

對
す 

る
優
越
的
權
办
は
存

.
在
^

ず
、
X 

X 

敎
會
ビ
は
廢

.
JH
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
た

。
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